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緊急地震速報 

な ま ず き ん 
マンスリー レポート 
 2013 年  7 月号        発行元 株式会社 ハレックス 

∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ 

  
平成 25 年８月３０日から特別警報が始まります 
～ 緊急地震速報の特別警報は震度 6 弱以上が予想される場合 ～ 

 
気象庁は、平成25年8月30日から「特別警報」の運用を計画しています。緊急地震速報は震度 

6弱以上の揺れが予想される場合を特別警報と位置づけます。以下に、特別警報の概要を紹介し 
ます。 
 
【特別警報とは】 
気象庁はこれまで、大雨、地震、津波、

高潮などにより重大な災害の起こるおそれ

がある時に、警報を発表して警戒を呼びか

けてきました。これに加え、今後は、この

警報の発表基準をはるかに超える豪雨や大

津波等が予想され、重大な災害の危険性が

著しく高まっている場合に、新たに「特別

警報」を発表し、最大限の警戒を呼び掛け

ます。 
 特別警報が対象とする現象は、18,000人
以上の死者・行方不明者を出した東日本大

震災、最高の潮位を記録し、5,000人以上の

死者・行方不明者を出した「伊勢湾台風」

の高潮、紀伊半島に甚大な被害をもたらし、

100人近い死者・行方不明者を出した「平成 
23年台風第12号」の豪雨等が該当します（表

1）。 
 特別警報が発表された場合は、お住まい

の地域は数十年に一度しかないような非常

に危険な状況にあります。周囲の状況や市

町村から発表される避難指示・避難勧告な

どの情報に留意し、ただちに命を守るため

の行動をとってください。 

 

表 1 特別警報に相当する過去の災害 
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【特別警報の発表基準】 

特別警報は、気象等に関するもの(表2)と地震・津波・火山に関するもの(表3)に大別できます。 

（1）［大雨・暴風・高潮・波浪・大雪・暴風雪］警報の基準をはるかに超える危険度の高い場 

  合に「大雨特別警報」、「暴風特別警報」のように発表されます。 

 

 

 

（2）［地震・津波・噴火］の危険度の高いものを「特別警報」と位置づけます。このため、名 

称に「〇〇特別警報」という表現は使わず、従来の名称のまま発表されます。 

    

｜緊急地震速報の『特別警報』とは｜ 

緊急地震速報（警報）のうち、震度６弱以上が予想される場合を特別警報（地震動特別警 

報）に位置付けます。ただし、特別警報の対象となる、最大震度６弱以上をもたらすような 

巨大な地震については、震度６弱以上の揺れが予想される地域を予測する技術は、現状では 

即時性・正確性に改善の余地があること、及び特別警報と通常の警報を一般の皆様に対して 

ごく短時間に区別して伝えることが難しいことなどから、緊急地震速報（警報）においては、 

特別警報を通常の警報と区別せず発表します。 

『緊急地震速報（警報）を見聞きしたら、周囲の状況に応じて、あわてずに、まず身の安 

   全を確保してください』。これは特別警報の場合も同じです。 

    なお、「特別警報が発表されない場合でも、災害が発生するおそれがありますので、警報 

や注意報、その他の情報等の把握に努めることが大切です。 
 

 

 
（気象庁資料をもとに作成） 

※：噴火警戒レベルを運用している火山では「噴火警報（居住地域）」（噴火警戒レベル 4 または 5）を、 
  噴火警戒レベルを「運用していない火山では「噴火警報（居住地域）」（キーワード：居住地域厳重 

警戒）を特別警報に位置づけています。 

表 2 気象に関する現象の種類と特別警報の発表基準 

表 3 地震・津波・火山に関する現象の種類と特別警報の発表基準 
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～～～ なまずきんの働き（2013年6月） ～～～ 
 
【発信数等概要】 

6 月に緊急地震速報（警報）が発表された地震はありませんでした（5月もなし）。緊急地震速

報（予報）が発表された地震の回数は 83 回（5 月は 91 回）でした。発信の総数は 423 通（5 月

は 468 通）でした。緊急地震速報の予測震度 4 以上と報じた地震の回数は 9 回（5月は 5回）、予

測震度 3 と報じた地震の回数は 25 回（5月は 14 回）でした（表 4・5）。 

「平成23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震は、次第に少なくなってきているものの、

最大震度4以上を観測した地震が1回、震度1以上を観測した地震が75回発生するなど、引き続き

岩手県から茨城県の広い範囲で発生しました。 

なお、余震回数（2011/03/11 14:46～2013/06/30 24:00、本震を除く）は、M7.0 以上が 7 回、

M6.0 以上が 110 回、M5.0 以上が 751 回となっています。 

 
 

表 4  緊急地震速報で最大震度が４以上と予測された地震及び警報発表回数（2013 年 6 月 1 日～30 日） 
  予測震度 4 以上の発表回数   警報発表回数 

東北地方太平洋沖地震の余震    2 回  

計 9 回 

   0 回  

計 0 回 上記以外    7 回    0 回 

       

表 5  緊急地震速報で最大震度が３と予測された地震の回数（2013 年 6 月 1 日～30 日） 

 予測震度３の発表回数 

東北地方太平洋沖地震の余震 6 回  

計 25 回 
上記以外 19 回 

 

 

【沖縄本島近海の地震の概要と緊急地震速報（予報）につて】 
6月 13日 22 時 24分に沖縄本島近海（沖縄本島の東方沖）の深さ 37km で M5.8 の地震度が発生し、

鹿児島県与論町（与論島）で震度 3 を観測したほか、奄美群島から沖縄本島地方にかけて震度 2～1

を観測ました。この地震の震央周辺（図 2 左：領域 b）では、2004 年 7 月 22 日には M6.1 の地震が

発生、また、2010 年 2 月 27 日には M7.2 の地震が発生しています。M-T 図（図 2右：M5 以上の地震

の年別発生個数）を見ると、1960 以降今回の地震の震央周辺（領域 b）で M6 以上の地震が 10 年～

15 年の頻度で発生しているのがわかります。 

なお、この地震では、緊急地震速報（予報）が第 7 報まで発表され最大震度 4 を予想しています

（表 6）。発表された緊急地震速報の「なまずきん」による再現の様子を図 1に示します。 

 

             表 6 緊急地震速報（予報）の内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震源要素等 

発表時刻等 

震源要素 最大 

予測震度 北緯 東経 深さ ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 

1 22 時 25 分 03 秒頃 26.4 128.9 10km 6.1 程度以上 4 程度以上

2 22 時 25 分 04 秒頃 26.3 129.2 10km 6.2 程度以上 4 程度以上

3 22 時 25 分 07 秒頃 26.5 128.9 30km 5.7 程度以上 4 程度以上

4 22 時 25 分 10 秒頃 26.5 128.9 30km 5.7 程度以上 4 程度以上

5 22 時 25 分 22 秒頃 26.5 128.9 30km 5.4 程度以上 4 程度以上

6 22 時 25 分 28 秒頃 26.4 129.1 10km 5.6 程度以上 3 程度以上

7 22 時 25 分 29 秒頃 26.4 129.1 10km 5.6 程度以上 3 程度以上
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図 1  沖縄本島近海の地震 
緊急地震速報を受信し、那覇市付近に着目したときの「なまずきん」による 
再現表示。×印が震央。外側の円（薄い黄色）がＰ波、内側（濃い黄色）が 
Ｓ波（主要動）の拡がりを表します。 

 

沖縄諸島 

与論島

那覇市  

図 2 沖縄本島近海の地震の震央分布図（左図）とＭ－Ｔ図［M5.0 以上の地震の年別発生個数］（右図）。

今回の地震

2004/7/22M6.1 


